
都道府県名 宮崎 

Ⅰ 学校の概要（平成１５年４月現在） 
学校名 小林市立 南小学校 

学年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 特殊学級 計 教員数 

学級数 ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ １４ 

児童数 ５３ ５０ ５０ ６２ ６０ ６３ ３ ３４１ 
２０ 

 

Ⅱ 研究の概要 

 １．研究主題 

「確かな学力」の育成を図る授業の創造 

～国語科・算数科における個に応じたきめ細かな指導の工夫を通して～ 
 ２．研究内容と方法 

  ⑴ 実施学年・教科 

・１年生～６年生・国語 

 学校として，昨年度からの当該教科に関する研究実績があり，研究をより深めるため。

また，実態調査の結果から，児童・保護者ともに関心の高い教科であるため。 

・３年生～６年生・算数 

 児童の理解の状況に差が出やすい教科であり，実施学年で少人数指導・一部教科担任制

を取り入れ，研究に取り組むため。また，実態調査の結果から，児童・保護者ともに関

心の高い教科であるため。 

 ⑵ 年次ごとの計画 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平

成

14

年

度 

○ テーマ 

「確かな学力」の向上を図る授業の創造 

～国語科における伝え合う力の育成を中心にして～ 

○ 仮説 
１ 国語の学力を向上させれば，ことばの力がついて他の教科の学力も高ま
る。        

２ 授業のシステムを開発し，指導方法を共有化すれば，組織的に実践が進め
られ，全校的に学力を向上させることができる。       

３ 学校と家庭が連携を図れば，進んで家庭学習に取り組むようになり，学力
を定着させることができる。 

○ 研究内容・方法（南小のレインボープラン）   線部 平成１４年度重点 

 １ 計算力向上～つまずきやすい計算問題の抽出と計算の仕方を分かりやす

くする教材の開発 

 ２ 算数科～少人数指導の工夫 

 ３ 国語科～授業システムの開発「伝え合う場」や｢きらきら学習｣の設定 

 ４ 伝え合う力の育成～教科外活動（月の詩など），リレー方式の発言など 

 ５ 漢字力向上～教材開発と記憶力トレーニング 

 ６ 家庭学習の定着～家庭学習の手引き作成 

 ７ 通知表改善～評価規準・基準の検討 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平

成

15

年

度 

○ テーマ 
「確かな学力」の育成を図る授業の創造 
～国語科・算数科における個に応じたきめ細かな指導の工夫を通して～ 

○ 仮説 
１ 基本的な学習訓練や繰り返し学習の徹底，少人数指導や一部教科担任制な
ど，個に応じたきめ細かな指導方法・指導体制の工夫を行えば，児童の学習
意欲が高まり，「確かな学力」を育成できるであろう。 

２「読み・書き・計算」の基礎学力を高める教材を開発し，練習や補充的・発
展的な学習によるトレーニングを行えば，基礎学力の確実な定着が図れ，「確
かな学力」を育成できるであろう。 

３ 学校と家庭との連携を推進し，家庭学習の手引きを作成するなどの方法を
通して家庭学習の習慣化を図る支援を行えば，児童に自ら学ぶ習慣が身に付
き，｢確かな学力｣を育成できるであろう。 

○ 研究内容・方法（南小のレインボープラン）   線部 本年度重点 
１ 個に応じたきめ細かな指導方法の工夫 
２ 個に応じたきめ細かな指導体制の工夫 
・ 少人数指導の工夫，一部教科担任制の導入，校時程の見直し 

３ 漢字力を高める教材開発  ４ 計算力を高める教材開発 
５ 家庭・中学校との連携   ６ 読む力の育成 

 ７ 評価及び通知表の在り方 
＊ 個に応じたきめ細かな指導の工夫を重点的に研究していく観点から，副
題・仮説の見直しを図った。また，研究内容についても，副題・仮説との整
合性を図るために修正を加えた。 

 

 

 

 

 

平

成

16

年

度 

○ テーマ 

「確かな学力」の定着を図る授業の実践・研究 

～国語科・算数科における個に応じたきめ細かな指導の工夫を通して～ 

○ 仮説 
１ 個に応じたきめ細かな指導を柔軟かつ多様に導入して，分かる授業を行え
ば，児童の学習意欲が高まり，「確かな学力」が定着するであろう。    

２ 開発した［読・書・算］の教材を活用し，到達目標を設定して補充的・発
展的な学習によるトレーニングを行えば，児童に基礎学力の確実な定着が図
れるであろう。 

３ 家庭・中学校との連携を深め，家庭学習の習慣化を図る支援を行えば，児
童に学ぶ習慣が身に付き，自ら学ぶ力を育てることができるであろう。 

○ 研究内容・方法（南小のレインボープラン）  

 １ 個に応じたきめ細かな指導方法の工夫～主体的学習の定着 

 ２ 個に応じたきめ細かな指導体制の工夫～少人数指導，単元レベル，授業レ

ベルでの工夫，一部教科担任制 

 ３ 漢字力～開発した教材の活用，発展的な教材の開発 

４ 計算力～開発した教材の活用，発展的な教材の開発 

 ５ 家庭・中学校との連携～家庭学習ノート作成（低・中・高） 

 ○6  読む力の育成～（月の詩，読み声，全校読書，読み声集会） 

 ○7  評価及び通知表の工夫 



  ⑶ 研究推進体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

Ⅲ 平成１５年度の研究の成果及び今後の課題 
１ 成果 

  ○ 小学校基礎学力調査（県教育研修センターの結果：３年生の例） 
     国語の平均点～７８．８点（西諸管内６８．５点 県６９．９点） 

算数の平均点～８２．５点（西諸管内７７．５点 県７７．３点） 
  ○ きめ細かな指導方法の工夫や，少人数指導・一部教科担任制などの指導体制の工夫を

行ったことによって，意欲的に学習に取り組む児童が増えてきた。 

  ○ 本校独自の教材プリントを作成し，授業中や放課後，家庭学習の中で，開発教材を活

用したトレーニングを繰り返してきたことで，児童に基礎学力が身に付いてきた。 

 ２ 課題 

○ 少人数指導と一部教科担任制の成果と課題をまとめ，指導体制の改善を図り，より充

実した手立て・工夫をさらに進めていく。 

  ○ 発展的な学習の在り方について研究を深めるとともに，本校独自の発展的な教材の開

発を進める。 

  ○ 家庭と中学校との連携を深め，小・中学校で一貫性のある指導をしていく。 

 

Ⅳ 学力把握のための学校としての取組 
○ 基礎学力調査（県教育研修センター）（３・５年 国語・算数・社会・理科）１０月 
○ 教研式標準学力検査（ＣＲＴ）（全学年 国語・算数）２月 

 

校長 

教頭 

全体研究会 

部別研究会 

教科別研究部 

国語班 算数班 

研究推進委員会 企画委員会 

各指導部 

 

学年会 

学年部会 

指導体制・連携部 

連携班 指導体制班 



Ⅴ フロンティアスクールとしての研究成果の普及 
○ 学力向上フロンティアスクール・授業公開 
 １ 日時  平成１６年１月２１日（水）  １３：４０～１６：００ 
 ２ 場所  小林市立南小学校 
 ３ テーマ 「確かな学力」の育成を図る授業の創造 
       ～国語科・算数科における個に応じたきめ細かな指導の工夫を通して～ 
 ４ 対象  管内の小・中学校 
       西諸県地区学力向上推進地区協議会 
       ＰＴＡ 
 
 

 
 
 【新規校・継続校】  □１５年度からの新規校  □１４年度からの継続校 
 
 【学校規模】     □６学級以下     □７～１２学級 
            □１３～１８学級   □１９～２４学級 
            □２５学級以上 
 
 【指導体制】     □少人数指導     □Ｔ．Ｔによる指導 
            □一部教科担任制   □その他 
 
 【研究教科】     □国語  □社会  □算数  □理科 
            □生活  □音楽  □図画工作□家庭 
            □体育  □その他 
 
 【指導方法の工夫改善に関わる加配の有無】  □有   □無 
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